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２
０
２
６
年
３
月
２５
日
、
大

府
市
で
２
件
の
文
化
財
が
市
指

定
文
化
財
と
な

っ
た
。
１
件
は
、

江
戸
時
代
後
期
の

「
三
山
道
中

記
」
と
い
う
古
文
書
で
、
著
者

ｏ
平
七
を
は
じ
め
と
す
る
１３
人

の
大
府
村
の
村
人
が
、
日
本
三

霊
山

（
白
山

・
立
山

・
富
士
山
）

を
巡
拝
し
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て

江
戸

・
日
光

・
鎌
倉
な
ど
を
訪

れ
た
５‐
日
間
の
旅
の
記
録
が
記

さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。

市
内
の
桃
山
公
園
に
は
、
旅

の
帰
着
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
巡
拝
塔
も
残

り
、
古
文
書
と
合
わ
せ
て
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
。
も
う
１
件

は
、
現
在
、
普
門
寺

（大
府
市

横
根
町
）
に
安
置
さ
れ
て
い
る

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
で
、
平

安
時
代
後
期
の
作
品
で
あ
る
。

こ
の
仏
像
は
、
近
年
ま
で
同
じ

町
内
の
薬
師
寺
に
祀
ら
れ
て
い

た
が
、
寺
が
無
住
と
な
り
移
さ

れ
た
仏
像
の
ｒ
体
で
あ
る
。
大

府
市
で
仏
像
が
文
化
財
に
指
定

さ
れ
る
の
は
８
件
目
で
、
１
９

８
６
年
に
指
定
さ
れ
た
延
命
寺

（大
東
町
）
の
阿
弥
陀
如
来
坐

像

（平
安
時
代
後
期
）
以
来
、

ぉ
ょ
そ
４０
年
ぶ
り
と
な
る
。

こ
う
書
ぐ
と
そ
の
間
、
何
も

し
て
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
８９
年
に
は

「
大
府
市
誌
　
資
料
編
　
宗

教
」
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
も

文
化
財
保
護
委
員
会
を
中
心
に

市
内
寺
院

の
調
査
が
実
施

さ

れ
、
２
０
１
８
年
に
は
そ
の
成

普
門
寺
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

果
を
ま
と
め
た
冊
子

「大
府
市

の
イメゝ
渥
屋
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

」銑
　
筆
者
ら
が
大
府
市
歴
史
民
俗
資

腕踵
　
料
館
と
と
も
に
１７
年
か
ら
制
作

・
公
開
し
て
い
る
大
府
市
仏
像

田

　
シ
リ
ー
ズ
と
い
う
映
像
ア
ー
カ

見

　
イ
ブ
も
、
前
提
と
な
る
文
化
財

調
査
を
通
し
て
、
行
政
と
寺
院

の
間
に
信
頼
関
係
が
育
ま
れ
て

い
た
こ
と
で
可
能
に
な

っ
た
も

の
で
あ
り
、
今
回
の
文
化
財
指

定
も
こ
れ
ま
で
地
道
に
続
け
ら

れ
て
き
た
地
域
の
文
化
財
保
護

活
動
の
成
果
と
言
え
る
。

普
門
寺
に
は
も
と
も
と
市
指

定
文
化
財
の
秘
仏
・
十
一
面
観

立塁
羅
眸立
像
Ω
善
蒔
代
中
期
）

が
祀
ら
れ
て
き
た
が
、
薬
師
寺

か
ら
秘
仏

・
薬
師
如
来
立
像

（市
指
定
文
化
財
・
平
安
時
代

後
期
）
が
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
薬
師
如
来
像
と
と
も
に
移

動
し
た
阿
弥
陀
如
来
像
も
今
回

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

で
、
３
体
の
指
定
文
化
財
が
１

カ
所
に
集
ま
る
形
と
な
っ
た
。

同
寺
で
は
５
月
３
日
と
４
日
に

‐７
年
ぶ
り
に
秘
仏
ｏ
十
一
面
観

音
の
御
開
帳
が
行
わ
れ
、
多
く

の
参
拝
者
が
こ
の
３
体
の
文
化

財
に
接
す
る
機
会

と
な
っ
た
。

一
方
、
大
府
市

で
は
今
年
２
月
、

江
戸
時
代
か
ら
継

承
さ
れ
て
き
た
庚

申
請

（こ
う
し
ん

こ
う
）
が
、
高
齢

わ
れ
て
い
く
文
化
が
存
在
す
る

こ
と
も
現
実
で
あ
る
。
先
の
仏

像
の
よ
う
に
、
形
あ
る
も
の
は

本
来
の
場
所
を
失

っ
て
も
、
伝

え
て
い
く
場
所
や
人
が
い
れ
ば

残
せ
る
が
、
民
間
の
行
事
は
、

関
わ
る
人
の
数
や
つ
な
が
り
が

維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
継
承
は
難

し
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
は
、

単
に
過
去
の
も
の
で
は
な
く
、

地
域
の
歴
史

・
文
化
の
姿
を
現

在
、
そ
し
て
未
来
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
大
切
な
情
報
源
で

ぁ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
未

来
に
つ
な
い
で
い
け
る
の
は
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
で
あ
る
。

―
プ
ヽ

カ
レ
ッ
い

化
や
後
継
者
不
足
か
ら
幕
を
閉

江
戸
期
の
三
霊
山
旅
毎

平
安
期
の
阿
弥
陀
ヽ

み
た
。た
か
あ
き

専
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美
術
史
学
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